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1 緒言 

 

1.1 研究背景と意義 

 孫の誕生は、高齢期の大きなライフイベントの一つである。祖父母としての立場は、直

接的な子育ての責任のある親としての立場とは違って、心理的に余裕をもって子どもに接

することができる 1）。また、これまでの子育て経験や知識·技術を活かした祖父母の支援

は、若い親たちの育児における孤立やストレスを低減させるものとして期待されている
1）。他方、中国健康と養老追跡調査によると、高齢者が孫を世話している割合は、2011

年、2013 年、2015 年、2018 年のいずれも 40％程度を占めている 4）。 

 

1.2 これまでの研究と本稿の課題 

既存研究は以下のような問題点がある。第 1 には、世話への関与の高齢者に与える影

響については、生活満足度などプラスの影響を評価している研究がほとんどであり、マイ

ナスの影響を測定するような、たとえば孫の世話に伴う疲労感などに着目した研究がほと

んどない（筆者がレビューした限りでは 2 本）。第 2 は、孫の世話への関与の程度が高齢

者に与えるマイナスの影響に関する研究にしても、その影響は高齢者の孫の世話への意識

や他の社会活動との重複などによって異なる可能性があるが、このような修飾要因を分析

した研究はほとんどない。第 3 は、研究の対象者はほぼ女性であり、男性をも対象とし、

性による関連要因の違いを分析した研究はほとんどない。 

本研究の目的は、中国の高齢者を対象に、孫の世話が疲労感に与える影響を明らかに

することである。仮説は次の通りである。仮説 1 は孫の世話は高齢者の疲労感の増加に関

連する。さらに、その影響は女性の方が男性より強い。仮説 2 は孫の世話とほかの役割が

重複している高齢者の場合、疲労感が強くなる。仮説 3 は高齢者の育児観念と方法が若い

世代と違う場合、孫の世話に伴う高齢者の疲労感が強くなる。仮説 4 は孫の世話のストレ

スが高いほど疲労感が強くなる。 

 

2 方法 

 

2.1 調査対象とデータ収集方法 

中国浙江省江山市双塔街道に居住する中高年者（50 歳以上）330 人を対象とした。対

象者の抽出は研究者個人のネットワークを利用し、50 歳以上の男女 330 人を紹介しても

らった。2022 年 3 月 6～31 日に自記式調査票を訪問で配布・回収した（有効回収率は

95.2％）。 

   

2.2 分析項目 

1） 従属変数：疲労感。 

2） 独立変数：①孫の世話への関与度、②孫の世話への参加形態、③介護役割、④仕事

役割、⑤育児観念と方法の差異、⑥孫の世話のストレス。 

3） 調整変数：①年齢、②性別、③学歴、④老研式活動能力指標、⑤収入、⑥孫の年

齢、⑦母親の就労、⑧世帯構成。 
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2.3 分析方法 

仮説１については、まずは、従属変数として疲労感を、独立変数として孫の世話の有

無、調整変数をモデルに投入し、重回帰分析を行ない、孫の世話の影響を評価した。次い

で、孫の世話と性の交互作用項を回帰モデルに投入することで、孫の世話が疲労感に与え

る影響に性差があるか否かを評価した。 

孫の世話への関与度が疲労感に与える効果に修飾要因が与える影響については、孫の

世話に関与している人のみを取り上げ、独立変数として孫の世話への関与度、従属変数と

して疲労感を、修飾要因ごとに修飾要因、修飾要因と関与度との交互作用項、調整変数を

モデルに投入し、重回帰分析を行った。分析には統計ソフト SPSS28.0 for Windows を用

いた。 

 

3 結果 

男女ともに、孫の世話の有無による疲労感に有意な差は見られなかったことから、仮

説 1 は検証されなかった。 

すべての交互作用項目は疲労感に有意な影響が見られなかったことから、仮説 2、3、4

のいずれも支持されなかった。 

 

4 考察 

男女共に、孫の世話の有無による疲労感に有意な差は見られなかった理由としては、

次のような 2 要因が考えられる。第 1 に高齢者の間における孫の世話の規範の影響であ

る。このことが影響して高齢者が孫の世話を負担と感じる割合が低かった可能性がある。

第 2 に、高齢者が孫の世話をすることで、子供世代との関係が良好になり 30）、また、高

齢者に感謝することで 31）、そのプラスの影響が負担感を軽減させることに貢献した可能

性がある。 

しかし、孫の世話をしている人に限定した分析では、関与度が疲労感を有意に高める

ように作用していた。それは、すなわち、第 1 に孫の平均年齢が 6 歳以下とまだ目が離せ

ない、手がかかかること、第 2 に加齢から身体機能を低下にも疲労が感じやすくなること
18）、第 3 に、孫育ての内容が多いと生活が一変して生じる支障が負担となったこと 30）な

どが複合した影響ではないかと思われる。 

すべての交互作用項目は疲労感に有意な影響が見られなかった理由としては、就労と

介護への参加のいずれも単独では、疲労感を有意に軽減するように作用していた。すなわ

ち、有意ではないものの、孫の世話をすることに対して介護や就労が二重負担となるより

も、むしろ、その役割を担うことが孫の世話による負担を軽減するという機能を持ってい

ると解釈できる結果であった。 

若い世代との育児観念の差異が孫の世話の負担感の増幅に影響しなかった理由として

は、孫の世話を担う場合には、その違いを乗り越え孫の世話に伴う肯定的な影響を感じる

からこそ役割を担うことを選択する。その結果として、有意な影響が観察されなかった可

能性がある。世話ストレスと孫の世話の重複が負担感の増幅に影響しなかった理由につい

ては、世話ストレスは単独でも疲労感を増す影響があり、さらに孫の世話と世話ストレス



 

３ 

 

の相関が強いことから、世話ストレスが孫の世話と疲労感を媒介する要因であるとみた方

が妥当と思われる。 

本研究の限界と今後の課題については以下の通りである。第 1 に、本研究は横断研究

であり、孫の世話と疲労感の因果関係を特定できてはいない。因果関係を特定するために

は、パネル研究を通じて孫の世話を担当する前後での疲労感の変化を観察することが必要

である。第 2 は、本研究では幸福感を分析モデルに位置づけていない問題がある。孫の世

話は、直接的には疲労感の増加につながる可能性があるものの、他方、幸福感を高めるこ

とを通じて間接的に疲労感を低下させる可能性もある。このようなモデルの妥当性を検証

することが必要である。第 3 は、本研究で仮説として取り上げた以外の修飾要因を探索す

ることが必要である。 
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